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日本酒を愛する人の 

かすが会ニュース 

平成 29 年度 

第２回例会 

（報告）  
 

                   

平
成
ᲬᲳ
年
８
月
６
日
（
日
）
ᲫᲭ
時
か
ら
、

我
孫
子
の
老
舗
割
烹 

鈴
木
屋
本
店
に
お

い
て
ᲰᲰ
名
の
参
加
者
を
得
て
平
成
ᲬᲳ
年

度
第
２
回
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

例
会
は
「
真
夏
に
冷
や
し
た
日
本
酒
と
、

和
食
を
楽
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ᲫᲰ
銘
柄

が
試
飲
さ
れ
ま
し
た
。
（
試
飲
結
果
は
３

Ｐ
に
） 

参
加
蔵
元
は
３
社
で
写
真
左
側
か
ら
、

出
羽
桜
酒
造
（
山
形
）
仲
野 

賢

社
長
室
長
兼
営
業
部
長
、
名
手
酒

造
店
（
和
歌
山
）
名
手
孝
和
社
長
、

李
白
酒
造
（
島
根
）
藤
井
直
二
郎

常
務
。 

当
日
の
料
理
は
、
「
先
付
二
種
」

鰯
の
酢
炊
き
、
鶏
と
茄
子
の
田
舎

煮
。「
お
造
り
」
飛
魚
の
タ
ル
タ
ル
。

「
焼
物
」
鮎
塩
焼
き
。
「
冷
し
鉢
」

冬
瓜
、
南
瓜
、
里
芋
、
湯
葉
の
炊

き
合
せ
。「
蒸
物
」
枝
豆
豆
富
茶
碗

蒸
し
。「
酢
物
」
玉
蜀
黍
と
ア
ボ
ガ 

 
 

ド
か
き
揚
げ
。「
食
事
」
素
麺
で
し
た
。 

ɥƔǒžέ˄ʚᆔſžƓᡯ
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平
成
２９
年
１１
月
例
会
企
画 

日
本
酒
は
ワ
イ
ン
と
同
様
に
、
料

理
と
共
に
飲
ん
で
楽
し
む
食
中
酒
の

代
表
格
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

料
理
と
お
酒
の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン

グ
は
想
像
以
上
の
美
味
を
生
み
、
１

プ
ラ
ス
１
が
２
で
は
な
く
、
３
や
４

に
な
る
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

か
す
が
会
秋
の
例
会
で
は
こ
の
料

理
と
お
酒
の
相
性
を
探
る
シ
リ
ー
ズ

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
昨
秋
は
第
３

回
目
と
し
て
「
鮭
と
蕪
の
粕
汁
鍋
」

を
取
上
げ
、
お
酒
と
の
相
性
を
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

第
４
回
目
に
当
た
る
今
回
は
、
会
場
の

鈴
木
屋
本
店
料
理
長
様
に
ご
相
談
の
上

で
、
秋
の
旬
食
材
を
生
か
し
た
料
理
２
品

を
メ
イ
ン
料
理
と
し
て
選
び
ま
し
た
。 

 料
理
①
「
煮
物
」 

鰻
け
ん
ち
ん
吉
野
餡 

木
の
葉
南
瓜
、

海
老 

占
地 

青
味 

 

料
理
②
「
焼
物
」 

鰤
大
根 

柚
子
み
そ
焼
き 

白
髪
葱 

 

 

二
品
と
も
和
食
の
料
理
技
術
ノ
ウ
ハ

ウ
を
駆
使
し
て
工
夫
し
、
手
間
を
か
け
た

逸
品
で
す
。 

 

煮
物
は
、
炊
い
た
鰻
を
す
り
身
と
豆
腐

と
茸
類
を
合
わ
せ
た
も
の
で
巻
い
て
、
そ

こ
で
出
た
汁
を
吉
野
餡
に
し
て
か
け
て

仕
上
げ
る
、
と
い
う
手
の
込
ん
だ
料
理
。 

 

焼
物
は
、
ふ
ろ
ふ
き
の
よ
う
に
炊
い
た

大
根
と
、
鰤
に
塩
を
し
て
別
々
に
オ
ー
ブ

ン
で
焼
い
て
柚
子
み
そ
を
か
け
、
再
び
オ

ー
ブ
ン
で
焼
く
と
い
う
、
こ
れ
も
ま
た
非

常
に
凝
っ
た
料
理
で
す
。 

 

鰤
大
根
は
家
庭
料
理
の
定
番
と
し
て

煮
物
で
供
さ
れ
ま
す
が
、
焼
物
の
鰤
大
根

は
プ
ロ
の
手
で
ど
ん
な
味
に
な
る
の
か

大
い
に
楽
し
み
で
す
。 

 

蔵
元
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
取
り
上
げ
た
料
理
二
品
に
合
わ
せ

る
お
酒
の
出
品
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

秋
十
一
月
は
冬
場
に
仕
込
ん
だ
お
酒

が
暑
い
夏
場
を
涼
し
い
酒
蔵
の
貯
蔵
庫

で
過
ご
し
、
貯
蔵
熟
成
さ
れ
て
味
が
整
い
、

「
ひ
や
お
ろ
し
」
と
し
て
順
次
出
荷
さ
れ

る
時
期
、
美
味
し
い
日
本
酒
が
揃
い
ま
す
。 

 

気
候
も
朝
晩
の
涼
し
さ
が
増
し
て

清
々
し
い
日
々
と
な
り
、
美
味
し
い
旬
の

食
材
と
料
理
に
合
わ
せ
て
日
本
酒
を
楽

し
む
に
は
絶
好
の
時
期
到
来
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
体
調
を
整
え
て
、
美

味
し
い
料
理
と
お
酒
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

を
是
非
と
も
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

役
員
一
同
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

秋の旬食材とお酒の相性を探るⅣ 

 

８月例会アンケート「真夏に呑む日本酒」 

①発泡酒、淡麗辛口。（40代、女性） 

②洗練された酸と米の旨味を持ったお酒。（40代、女性） 

③冷やしておいしい酒。（50代、女性） 

④さわやかで日本酒らしいお酒（60 代、女性） 

⑤スキッとした和食に合う酒。（不明） 

⑥低アルコール酒、スパークリング酒。（20代、男性） 

⑦酸のある酒。高アルコールのお酒をロックで。 

（40代、男性） 

⑧喉越しスッキリ、香りがいい酒。（50代、男性） 

⑨後味が残らないスッキリした酒。（50代、男性） 

⑩枝豆や冷やしトマトに塩を振ってグイグイ呑める酒。 

（50代、男性） 

⑪濃くて重い酒を冷やして。（50代、男性） 

⑫冷やしても旨味を感じられる酒。（50代、男性） 

⑬スッキリ、さわやか。（60代、男性） 

⑭辛口、無濾過、生原酒。（60代、男性） 

⑮フルーテイな酒・（60代、男性） 

⑯生貯蔵酒を冷やして。（70代、男性） 

⑰アッサリ、サッパリ系。（70代、男性） 

⑱濁り酒で純米吟醸無濾過生原酒・発泡性。（70代、男性） 

写真はイメージです。 

鰤（ブリ）は出世魚です。 
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内
山
幸
二
の｢

コ
ー
ジ
ー
コ
ー
ナ
ー｣

 

第
８
回
「
暦
か
ら
見
た
行
事
と
と
も
に

日
本
酒
を
楽
し
む
」 

 
 

 
 

か
す
が
会
顧
問 

内
山
幸
二 

 
 

我
が
国
に
は
季
節
行

事
に
合
わ
せ
て
服
装
や

食
べ
物
を
選
び
、
季
節

折
々
を
尊
ぶ
伝
統
が
有

り
、
日
本
酒
に
も
節
句
や
ハ
レ
の
日
に

合
わ
せ
た
文
化
が
有
る
。 

 

１
月
は
新
年
を
祝
っ
て
「
祝
い
酒
」

を
楽
し
み
、
「
お
屠
蘇
」

は
屠
蘇
散
を
浸
し
た
み

り
ん
や
酒
で
、
延
命
長
寿

を
祝
っ
て
年
頭
に
飲
む
。 

 

ま
た
念
頭
に
飲
む
「
祝

い
酒
」
も
有
る
。 

 

２
月
に
は
「
雪
見
酒
」
、

雪
景
色
を
眺
め
な
が
ら

酒
を
飲
む
文
化
が
有
る
。 

 

３
月
の
「
桃
の
節
句
」
、

陰
暦
３
月
の
最
初
の
巳
の
日
で
あ
る
３

月
３
日
、
古
く
宮
中
で
は
こ
の
日
に
「
曲

水
の
宴
」
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
民
間
で
は
女
児
の

祝
い
と
し
て
ひ
な
祭
り
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

桃
の
花
び
ら
を
浮
か

べ
た
「
桃
花
酒
」
を
飲
む

習
慣
が
有
っ
た
が
、
江
戸

時
代
以
降
は
「
白
酒
」
に

変
わ
っ
た
。 

 

白
酒
と
は
蒸
し
た
も

ち
米
に
麹
・
み
り
ん
・
醤
油
・
焼
酎
な

ど
を
加
え
て
造
っ
た
濃
厚
で
甘
み
の
強

い
酒
で
あ
る
。 

 

桜
の
咲
く
頃
に
な
る

と
「
花
見
酒
」
、
農
村
で

は
桜
の
木
を
田
ん
ぼ
の

神
様
と
敬
い
、
桜
の
季
節

に
日
本
酒
を
供
え
、
そ
の

年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
習
慣
が
有
っ
た
。 

 

今
日
の
花
見
に
は
こ
の
よ
う
な
歴
史

上
の
行
事
が
も
と
に
有
る
。 

 

５
月
の
端
午
の
節

句
に
は
「
菖
蒲
酒
」
又

は
「
あ
や
め
酒
」
、
菖

蒲
の
根
を
細
か
く
刻

ん
で
浸
し
た
酒
、
邪
気

を
払
う
た
め
端
午
の

節
句
に
飲
ん
だ
。 

 

９
月
９
日
の
「
重
陽
の
節
句
」
は
中

国
を
起
源
と
し
、
日
本
で
は
平
安
時
代

に
宮
中
の
年
中
行
事
と
し
て
「
菊
の
宴
」

が
催
さ
れ
た
。 

 

そ
の
際
邪
気
を
払
い

不
老
長
寿
の
効
果
が
有

る
と
さ
れ
た
「
菊
酒
」

(

菊
の
花
を
浮
か
べ
た

も
の)

を
飲
む
習
慣
が

平
安
時
代
よ
り
有
っ
た
。 

 

陰
暦
８
月
�«�¯
日
夜(

中
秋
の
名
月)

９

月
�«�­
夜(

後
の
月)

の
月
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
日
本
酒
を
酌
み
交
わ
す
「
月
見
酒
」

は
、
平
安
時
代
か
ら
月
を
愛
で
な
が
ら

酒
を
楽
し
み
、
和
歌
を

詠
む
風
習
が
有
っ
た
。 

昔
か
ら
季
節
行
事

と
日
本
酒
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。 

現
在
で
も
季
節
毎

に
変
化
す
る
風
情
を

日
本
酒
と
共
に
楽
し

む
と
い
う
文
化
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
(

参
考
文
献
・
日
本
酒
学) 

        

平
成

�­�ª
年
度
か
す
が
会
の
開
催
日
程  

第
１
回
例
会
と
総
会 

・
日
時 

４
月
８
日(

日) 

・
企
画 

搾
り
た
て
の
新
酒
を
楽
し
む 

第
２
回
例
会 

・
日
時 

８
月
５
日(

日) 

・
企
画 

未
定 

第
３
回
例
会 

・
日
時 

�«�«
月
>/>6(

日) 

・
企
画 

未
定 

毎
回 

会
場
は
鈴
木
屋
本
店
（
我
孫
子
） 

開
始
時
間
は
�«�®
時
を
予
定 

 

か 

す 

が 

会 

の 

Ｈ 

Ｐ 

h
ttp

://w
w

w
.ka

su
g

a
ya

.co
m

/ka
su

g
a

ka
i.h

tm
l

 

七
月
例
会
の
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
ア
ッ
プ
し
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
リ
ン
ク
を
貼

り
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

  

編 

集 

後 

記 

 

猛
烈
に
暑
か
っ
た
梅
雨
時
、
日
照
り
の

無
い
真
夏
の
日
々
が
終
わ
り
、
異
常
気
象

が
続
く
今
年
も
漸
く
実
り
の
秋
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
日
本
酒
の
季
節
。 

季
節
感
薫
る
旬
の
食
材
を
生
か
し
た

料
理
と
共
に
大
い
に
日
本
酒
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 

 
 

か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一 

�Ò�é�È 1000 �´�´�¥� �̃~�Ò�é
�È�·���ë�ÿ�•�â�ê�Ñ�Ó  


